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に復位されないこともある．近年，正確な上顎骨の位置決めの方法として straight locking 
miniplate (SLM) technique が考案された（Omura et al.,2012）．SLM technique は顎矯
正手術の際に特殊な装置を必要とせず，容易に上顎骨の位置決めが可能である．本研究で




対象は 2016 年 1 月から 2017 年 12 月までに横浜市立大学附属病院歯科・口腔外科・矯
正歯科および横浜市立大学附属市民総合医療センター歯科・口腔外科・矯正歯科を受診し，
骨格性下顎前突と診断されて Le Fort I 型骨切り術と BSSO による上下顎骨移動術を行っ
た症例で，18 歳未満の患者，頭蓋奇形患者，4mm 以上の顔面非対称症例，顎関節症を有
する症例は対象外とした．対象は 18 症例（36 下顎頭）で，Le Fort I 型骨切り術の上顎
骨の位置決めはすべての症例で SLM technique を用いた． BSSO の下顎頭の復位におい
て，SLM technique を用いた 9 症例（18 下顎頭）を SLM 群，徒手的に復位した 9 症例
（18 下顎頭）を Manual 群とした．術前と術直後に撮影した CT データを PC ソフトウェ
ア内で重ね合わせ，その変化量を３次元的に計測した．フランクフルト平面を基準に X 軸
を左右，Y 軸を前後，Z 軸を上下方向の座標軸とした直交座標系より３次元的変化を測定
し，SLM 群と Manual 群を比較検討した．骨格計測点に３次元座標値を与え，移動量，
角度変化を計測した（Yang and Hwang.2014）．骨格計測点は下顎頭の近心極：MP，遠心
極：LP，筋突起：CP とした．MP と LP の中点を下顎頭中心： CC とし，検討項目は術
前と術後の X 軸，Y 軸，Z 軸方向に対する各骨格計測点の移動量と，CC の３次元的移動
量をユークリッド距離計算にて求めた．また，下顎頭の角度変化について XY-平面（体軸
面：axial），XZ-平面（冠状面：coronal），YZ-平面（矢状面：sagittal）を計測検討した．
術前の MP と LP を結ぶ直線（下顎頭長軸）と，術後の下顎頭長軸が体軸面でなす角度を
Δθ，冠状面でなす角度を Δωとして座標値より求めた．さらに，術前後の CC と CP を結
ぶ直線が矢状面でなす角度を Δγとして求め比較検討した．SLM 群と Manual 群の群間で




に対して，Manual 群は平均 0.53mm であり，SLM 群の移動量は有意に少なかった（P＜
0.05）．Y 軸，Z 軸での移動量に有意差は認められなかったが， CC が３次元的に移動する
量は，SLM 群は平均 0.62mm に対して Manual 群は平均 1.44mm と，SLM 群は有意に移
動量が少なかった（P＜0.01）．以上より SLM 群は Manual 群よりも下顎頭を術前の位置
に近い位置に復位されたことが示された．また，角度変化では矢状面で SLM 群は平均－





との報告があるが，本研究での SLM technique による下顎頭の術後の移動量は平均
0.62mm と徒手的な方法よりも優れていた． また下顎頭の復位方法としていくつかの装置
が報告されているが，いずれも特殊かつ煩雑であることから復位では時間を要する．本研
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